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マニュアルはよく読み、手近なところに保管してください。 

・操作を行う前に、安全上の指示を良く読み、十分理解してください。 

・本マニュアルは常に参照できるよう、手近な場所に保管してください。 

・ ＳＮＭＰカード取り付けのＵＰＳの操作は、ＵＰＳ本体に添付の『取扱説明書』

  に加え、この『取扱説明書』も確認してください。 
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重要なお知らせ 
� 本書の内容の一部、または全部を無断で転載したり、複写することは固くお断わりします。 

� 本書の内容について、改良のため予告なしに変更することがあります。 

� 本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなど、お気付きのことがありましたら、お買い

求め先へご一報くださいますようお願いいたします。 

� 本書に準じないで本製品を運用した結果については責任を負いません。 

なお、保証と責任については搭載無停電電源装置に添付される保証書裏面の「保証規定」をお読みください。 

 

規制・対策などについて 
� 電波障害自主規制について 

本製品は、クラス A 情報技術装置です。本製品を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合に
は使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 
                                         VCCI-A 

� 輸出規制について 
本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法並びに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手

続きをお取りください。なお、ご不明の場合は弊社担当営業にお問い合わせください。 
なお、この装置に付属する周辺機器やプレインストールされているソフトウェアも同じ扱いになります。 

� 海外での使用について 
本製品は日本国内専用です。国外などでは使用しないでください。 

なお、他国には各々の国で必要となる法律、規格などが定められており、本製品では適合して 

いません。 

� 製品の廃棄について 
事業者が破棄する場合、装置を破棄するときには廃棄物管理表（マニュフェスト）の発行が義務づけられています。詳しく

は、各都道府県産業廃棄物協会にお問い合わせください。廃棄物管理表は、（社）全国産業廃棄物連合会に用意されていま

す。個人が破棄する場合、装置を破棄する場合は、お買い求め先にご相談いただくか、地方自治体の条例または規則に従っ

てください。 
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登録商標・商標について 
Ethernetは、米国 Xerox社の登録商標です。 

Internet Explorerは、米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。 

Microsoftは、米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。 

Netscape Navigator は、米国及びその他の国における米国 Netscape Communications Corp.の登録商標です。 

Windowsは、米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。 

 

版権について 
このマニュアルの内容はすべて著作権によって保護されています。このマニュアルの内容の一部または全部を、無断で転載

することは禁じられています。 

Copyright© Hitachi, Ltd. 2010. All rights reserved. 
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はじめに 

このマニュアルは無停電電源装置に搭載するＳＮＭＰカードの操作について記述しています。  

操作・作業を行う前には、このマニュアルをよく読み、書かれている指示や注意を十分に理解してください。  

このマニュアルは必要なときにすぐに参照できるよう、使いやすい場所に保管してください。 

マニュアルの表記 
� マークについて 

マニュアル内で使用しているマークの意味は次のとおりです。 

 
これは、死亡または重大な傷害を引き起こすおそれのある潜在的な危険の

存在を示すのに用います。 

  
これは、軽度の傷害、あるいは中程度の傷害を引き起こすおそれのある潜

在的な危険の存在を示すのに用います。 

 
これは、人身傷害とは関係のない損害を引き起こすおそれのある場合に用

います。 

制限事項 人身の安全や装置の重大な損害と直接関係しない注意書きを示します。 

 

� 略称説明について 

 

本取扱説明書では、下記の通り略称を使用しております 

名         称 略  語 

Ethernet イーサネット，Ethernet 
Personal Computer PC 
Management Information Base MIB 
Operating System OS 
Simple Network Management Protocol SNMP 
Uninterruptible Power Supply UPS 
パワーモニタH for Network PMHN 
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お問い合わせ先 
� 納入時の欠品について 

納入時には現地調整員にて納品物の確認を行います。 

調整作業を伴わないときや現地調整員が伺わないときの欠品や納品内容にご不明な点などがご座いましたら、

担当営業までご連絡ください。 

� 日立ソリューションサポートセンタ 
� UPSサポートサービス 

フリーダイヤル：サポートサービス契約の締結後、別途ご連絡いたします。 

詳細は担当営業へお問い合わせください。 

受付時間 ：8:00 ～ 19:00 

(土・日・祝日・年末年始を除く) 
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安全にお取り扱いいただくために 
安全に関する注意事項は、下に示す見出しによって表示されます。これは安全警告記号と「警告」、「注意」および「通知」とい

う見出し語を組み合わせたものです。 

これは、安全警告記号です。 

人への危害を引き起こす潜在的な危険に注意を喚起するために用います。 

起こりうる傷害または死を回避するために、このシンボルのあとに続く安全に関するメッセージにしたがってくだ

さい。 

これは、死亡または重大な傷害を引き起こすおそれのある潜在的な危険の存在を示すのに用います。 

これは、軽度の傷害、あるいは中程度の傷害を引き起こすおそれのある潜在的な危険の存在を示すのに用います。 

これは、人身傷害とは関係のない損害を引き起こすおそれのある場合に用います。 

 

【表記例１】感電注意 

△の図記号は注意していただきたいことを示し、△の中に「感電注意」などの注意事項の絵が描かれています。 

【表記例２】分解禁止 

の図記号は行ってはいけないことを示し、 の中に「分解禁止」などの禁止事項の絵が描かれています。なお、

の中に絵がないものは一般的な禁止事項を示します。 

【表記例３】電源プラグをコンセントから抜け 

●の図記号は行っていただきたいことを示し、●の中に「電源プラグをコンセントから抜け」などの強制事項の絵

が描かれています。なお、 は一般的に行っていただきたい事項を示します。 

  
安全に関する共通的な注意について 

次に述べられている安全上の説明をよく読み、十分理解してください。 

■操作は、このマニュアル内の指示、手順に従って行ってください。 

■装置やマニュアルに表示されている注意事項は必ず守ってください。 

■本製品に搭載または接続するオプションなど、ほかの製品に添付されているマニュアルも参照し、 

記載されている注意事項を必ず守ってください。 

 

これを怠ると、人身上の傷害やシステムを含む財産の損害を引き起こすおそれがあります。 

操作や動作は 

マニュアルに記載されている以外の操作や動作は行わないでください。 
装置について何か問題がある場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いたあと、お買い求め先にご連絡いただくか保

守員をお呼びください。 

自分自身でもご注意を 

装置やマニュアルに表示されている注意事項は、十分検討されたものです。それでも、予測を超えた事態が起こることが考えられ

ます。操作に当たっては、指示に従うだけでなく、常に自分自身でも注意するようにしてください。  
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安全にお取り扱いいただくために（続き） 

一般的な安全上の注意事項 
本製品の取り扱いにあたり次の注意事項を常に守ってください。 

修理・改造・分解 

自分で修理や改造・分解をしないでくださ 
い。感電や火災、やけど、けがの原因とな 
ります。 

 

梱包用ポリ袋 

装置の梱包用エアーキャップなどのポリ 
袋は、小さなお子様の手の届くところに置 
かないでください。かぶったりすると窒息 
するおそれがあります。 
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安全にお取り扱いいただくために（続き） 

製品の損害を防ぐための注意 
 

強い磁気の発生体 

磁石やスピーカなどの強い磁気を発生す 
るものを近づけないでください。装置の故 
障の原因となります。 

接続端子への接触 

コネクタなどの接続端子に手や金属で触 
れたり、針金などの異物を挿入したりして 
ショートさせないでください。発煙したり 
接触不良による故障の原因となります。 
 

落下などによる衝撃 

落下させたりぶつけるなど、過大な衝撃を 
与えないでください。変形や劣化が生じ、 
装置の故障の原因となります。 
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１．外形・仕様 

ＳＮＭＰカードの外形図，寸法，各部名称，仕様は以下のようになります。 

 

１．１．外形図 

ＳＮＭＰカードの外形図を図１．１．１に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各部名称 

各部名称とその機能を表１．１．１に示します。 

表１．１．１ 各部名称とその機能 

名  称 機          能 

① イーサネット サーバ,ＰＣとの通信を行います。 

ＵＰＳの動作制御・ＵＰＳの状態取得を行います。 

環境データ書き込みＰＣと通信を行います。 

② リセットスイッチ ＳＮＭＰカードのリセットを行います。 

③ ロータリスイッチ ＳＮＭＰカードの動作モードの切換を行います。 

④ ＵＰＳ接続部 ＵＰＳとの通信を行います。 

ＵＰＳから電源を入力します。 

ＳＮＭＰカードの動作状態を示します。 

表示灯No 表示色 点灯状態 内容 

緑 10秒周期で2回点滅 SNMP カードとＵＰＳ間通信が正常 1  

- 消灯 SNMP カードとＵＰＳ間通信が異常 

緑 0.25秒間点灯(注1) イーサネット通信送信時 

橙(緑+赤) 2秒周期で点滅 イーサネット通信で15秒間以上送信を行

わなかった 

2  

- 消灯 一度もイーサネット通信していない 

1と2  赤 2秒周期で点滅 SNMPカードが異常 

1と2 - 消灯 SNMPカードを搭載しているUPS装置が停止

中かつ入力電源OFF状態（UPS表示灯全消

灯）のため、SNMPカードも停止中 

⑤ 表示灯 

上記以外の表示状態 SNMPカードが異常 

(注 1)：サーバにインストールしたＰＭＨＮと通信中は、5～10 秒周期で 0.25 秒間点灯 

① イーサネット 

② リセットスイッチ 

③ ロータリスイッチ 

⑤ 表示灯 No.2 
  表示灯 No.1 

図１．１．１ ＳＮＭＰカードの外形図 

④ ＵＰＳ接続部 
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１．２．寸法 

ＳＮＭＰカードの寸法を図１．２．１に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．３．仕様 

ＳＮＭＰカードの仕様を表１．３．１に示します。 

表１．３．１ 仕様 

項    目 仕 様 コネクタ名称・形状 

ネットワークとの通信 100BASE-TX,10BASE-T イーサネット・モジュラージャック（RJ-45）

ＵＰＳとの通信 RS-232C 特殊 

電源 DC5V 特殊 

 

図１．２．１ ＳＮＭＰカードの寸法 

117mm 

83mm 

52mm 
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２．概要 

・ネットワークを介して、日立小型無停電電源装置（ＵＰＳ）を監視・管理できます。 

・ＵＰＳ管理ソフト「パワーモニタＨ for Network」と組み合わせて使用することにより、ＵＰＳに接続

されたコンピュータのＯＳシャットダウン、スケジュール運転およびコンピュータでのＵＰＳ情報のモ

ニタなど、総合的な電源管理を提供します。 

 

◆ＳＮＭＰカードの特徴 

・ＵＰＳのオプションスロットに内蔵するため、余計な場所を取りません。 

・ＳＮＭＰ対応ルータ，サーバなどと同様にＵＰＳを遠隔監視・管理できるようになります。 

・市販のＳＮＭＰマネージャ・ソフトウェアがあれば、ＵＰＳを遠隔監視・管理できます。 

特別な監視・管理ソフトウェアが必要ありません。 

・ＳＮＭＰカードは、『ＪＰ１／ＡＯＭ（日立：総合システム運用ソフト）』のリモート電源（ＵＰＳ） 

連携に対応しています。 

 

 

◆ＳＮＭＰカードとパワーモニタ H for Network の組み合わせ 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＮＭＰカードと『パワーモニタＨ ｆｏｒ Ｎｅｔｗｏｒｋ』のを組み合わせて使用すると、１台のＵ

ＰＳで複数台のコンピュータのスケジュール運転、停電のＯＳシャットダウンが行えます。 

詳細は１０章を参照してください。 

 

補足事項 
◆ＳＮＭＰカードを取り付けている場合、ＵＰＳ本体のシリアルは使用できません。 

◆「パワーモニタ H for Network」でのＯＳシャットダウン処理中は（スケジュール運転のスケ

ジュール終了時刻、停電によるオートシャットダウン時）、監視・管理端末のＳＮＭＰマネージャ

からのＵＰＳの起動・停止操作は受けられません。 

参考 

SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬ 

ｿﾌﾄｳｪｱ 

監視・管理端末 

ｲｰｻﾈｯﾄ 

H-UB-ETN 

UPS 

ｼﾘｱﾙ 

Ethernet 

電源供給 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 1

(PMHN) 

X 

使用できません 

100BASE-TX/10BASE-T 
監視・管理・制御

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 2

(PMHN) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ n

(PMHN) 

PMHN：パワーモニタ H for Network 
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３．ＳＮＭＰカードの導入にあたり必要なもの 

 
３．１．必要なもの 

 
表３．１ ＳＮＭＰカードの導入にあたり必要なもの 

必要なもの 提供者 

ＳＮＭＰカード [GV-BU1SNMP1N] 本製品 

ＳＮＭＰマネージャ・ソフトウェア（必要に応じて） お客様(*１) 

プライベートＭＩＢ （必要に応じて） 

(ａｌｆａｔｅｃｈ．ｍｉｂ) 

(ｈｉｔａｃｈｉUｐｓ．ｍｉｂ) 

(ｊｅｍａ.ｍｉｂ) 

お客様(*２) 

ＩＰアドレス お客様(*３) 

ツイストペアケーブル(カテゴリー５以上) お客様 

ＵＰＳ本体の取扱説明書 お客様 

(+)ドライバー(Ｍ４) お客様 

設定用コンピュータ お客様 

 

＜補足事項＞ 

 

*１：ＳＮＭＰを使用して監視するソフトウェア 

     (『日立：ＪＰ１／Ｃｍ２ Ｎｅｔｗｏｒｋ Ｎｏｄｅ Ｍａｎａｇｅｒ』など) 

*２：入手方法については後述（９章）します 

*３：ネットワーク管理者に相談してください 

 

補足事項 
◆ＳＮＭＰカードの設定をＷｅｂで行う場合は、ブラウザソフトがインストールされた 

コンピュータを準備してください。 

 

３．２．ネットワーク（ＬＡＮ）接続について 

 

ＳＮＭＰカードは、公衆回線、基幹ＬＡＮ等、第３者が介入するＬＡＮへの接続は行わないで 

ください。 
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４．ＳＮＭＰカードの取り付け・取り外し方法 

ここでは、無停電電源装置へのＳＮＭＰカードの取り付けについて説明します。 

 

補足事項 
◆ ＳＮＭＰカードの取り付け 

ＳＮＭＰカードの取り付けは保守員が行います。お買い求め先にご連絡いただくか保守員を

お呼びください。 

◆ ＳＮＭＰカードの取り外し、移設 

  ＳＮＭＰカードを取り外しての運用、およびＳＮＭＰカードを移設しての運用は、 

原則として実施しないでください。実施される場合は、お買い求め先にご連絡いただくか保

守員をお呼びください。 

 

初めてＳＮＭＰカードを取り付ける場合は、ＵＰＳの停止操作（ＵＰＳの取扱説明書を参照ください）、

４．１項『ＳＮＭＰカードの取り付け』を実施してください。 

ＳＮＭＰカードを取り外し・取り付けする場合は、ＵＰＳの停止操作、４．２項『ＳＮＭＰカードの取

り外し』、４．１項『ＳＮＭＰカードの取り付け』を実施してください。 

 

 

４．１．ＳＮＭＰカードの取り付け 

 

    

①（＋）ドライバー（Ｍ３） 

 ②ネジ等の小物入れ箱 

 

①オプションスロットの保護カバーの固定ねじ（Ｍ３：２本）を外し、

 保護カバーを取り外してください。 

＊取外した保護カバー・ネジは適当な

物に入れ、保管してください。 

必要工具 

図４．１．１  オプションスロットの保護カバーの取り外し 

ネジ２本を取り外す

オプション  スロット 
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図４．１．２  ＳＮＭＰカードの挿入 

②ＳＮＭＰカードをオプションスロットに挿入しネジ(Ｍ３：２本)で

固定してください。 

  必要に応じて、インターフェースケーブルを接続してください。 

  インターフェースケーブルには無理な力がかからないようにして 
ください。 

◆ＳＮＭＰカードを取り付けると、 

ＵＰＳ側のシリアル信号は使用 

できなくなります。 

補足事項 

ネジ２本で固定する

オプション  スロット 

 

 

４．２．ＳＮＭＰカードの取り外し 

 

①（＋）ドライバー（Ｍ３） 

 ②ネジ等の小物入れ箱 

図４．２．１  ＳＮＭＰカードの取り外し 

①インターフェースケーブルおよびツイストペア 

ケーブルを外してください。 

②ＳＮＭＰカードを固定しているネジ（Ｍ３：２本）を

外してください。 

③ＳＮＭＰカードをオプションスロットから 

引き抜いてください。 

必要工具 

ネジ２本を取り外す 

オプション  スロット 
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５．動作モード設定 

ＳＮＭＰカードの動作モードはロータリスイッチで設定します。ロータリスイッチの設定により、通信

速度・通信モードの設定、環境データの設定などができます。表５．１に動作モード設定を示します。 

ＳＮＭＰカードの通常使用時は、ＳＮＭＰエージェントモードを設定します。 

モードは、ロータリスイッチを設定後、「リセットスイッチを押す」または「ＳＮＭＰカードの電源再

起動（注 1）」の実施で、有効になります。（注２） 

 

（注１）：ＳＮＭＰカードを搭載したＵＰＳを停止後、ＵＰＳの入力電源を OFF して 

再度 ON すれば、ＳＮＭＰカードの電源再起動を行なったことになります。 

（注２）：「ログ FlashROM 書き込みモード」は有効にする操作が、上記とは異なります。 

 

表５．１ 動作モード設定表 

ロータリ 

スイッチ 

設定値 

モード 備考 設定手順 

0 ＳＮＭＰエージェントモード 

(Auto Negotiation） 

通信速度、全 2重/半 2重を自動決定 ５．１項に記載 

1 ＳＮＭＰエージェントモード 

（100Mbps、全２重） 

  ５．１項に記載 

2 ＳＮＭＰエージェントモード 

（100Mbps、半２重） 

  ５．１項に記載 

3 ＳＮＭＰエージェントモード 

（10Mbps、全２重） 

  ５．１項に記載 

4 ＳＮＭＰエージェントモード 

（10Mbps、半２重） 

  ５．１項に記載 

5 動作環境設定モード   ６章に記載 

6 ファームウエア・ＨＴＭＬファイル

書き換えモード(Auto Negotiation）

通信速度、全 2重/半 2重を自動決定 ５．４項に記載 

7 ＩＰアドレス初期化モード   ５．２項に記載 

8 ログ FlashROM 書き込みモード   ５．３項に記載 

9 予備     

A 予備     

B ソフトデバッグモード ソフトウエア試験用、設定禁止   

C ハードウエアテストモード１ ハードウエア試験用、設定禁止   

D ハードウエアテストモード２ ハードウエア試験用、設定禁止   

E ハードウエアテストモード３ ハードウエア試験用、設定禁止   

F ハードウエアテストモード４ ハードウエア試験用、設定禁止   

 

補足事項 

◆ ＳＮＭＰカードの通常使用時は、ＳＮＭＰエージェントモードを設定してください。 

◆ 動作環境設定モードでは、環境データの書き込みをＳＮＭＰカードに対して行うことができま

す。誤った設定をすると、ＳＮＭＰカードが動作しなくなりますので注意してください。 

◆ ファームウエア・ＨＴＭＬファイル書き換えモードでは、ファームウエアの書き込みをＳＮＭ

Ｐカードに対して行うことができます。誤った書き込みをすると、ＳＮＭＰカードが動作しな

くなりますので注意してください。 

◆ ソフトデバックモード、ハードウエアテストモードでは、通常動作しませんので、設定しない

でください。 
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５．１．ＳＮＭＰエージェントモード 

ＳＮＭＰカードの通常使用時は、ＳＮＭＰエージェントモードを設定します。ＳＮＭＰエージェントモ

ードでは、通信速度、全 2重/半 2重（種類は以下に記載）を設定できます。 

ＳＮＭＰエージェントモード(Auto Negotiation)----ロータリスイッチ「０」 

ＳＮＭＰエージェントモード（100Mbps、全２重）---ロータリスイッチ「１」 

ＳＮＭＰエージェントモード（100Mbps、半２重）---ロータリスイッチ「２」 

ＳＮＭＰエージェントモード（10Mbps、全２重）----ロータリスイッチ「３」 

ＳＮＭＰエージェントモード（10Mbps、半２重）----ロータリスイッチ「４」 

補足事項 

◆ 10Mbps半2重のSNMPｶｰﾄﾞが実装されたUPSがﾈｯﾄﾜｰｸにすでに存在する場合は、Auto Negotiation

または 10Mbps 半２重を設定してください。 

◆ 接続される LAN SW 側の通信設定は、SNMP ｶｰﾄﾞの設定に合わせてください。 

 

 

 

① 必要な通信速度・通信モードに合わせて、ロータリスイッチを「０」～「４」のいずれかに、設定します。 

② 「リセットスイッチを押す」または「ＳＮＭＰカードの電源再起動（注 1）」の実施で、有効になります。 

③ 終了 

（注１）：ＳＮＭＰカードを搭載したＵＰＳを停止後、ＵＰＳの入力電源を OFF して 

再度 ON すれば、ＳＮＭＰカードの電源再起動を行なったことになります。 

 

５．２．ＩＰアドレス初期化モード 

ＳＮＭＰカードに設定したＩＰアドレスの値を忘れたときに、ＩＰアドレス、サブネットマスク、ＭＡ

Ｃアドレスを以下の値に設定できます。 

ＩＰアドレス  ： 「１９２．１６８．１０．１」 

サブネットマスク： 「２５５．２５５．２５５．０」 

 

 

 

① ＳＮＭＰカードのロータリスイッチを「７」に設定します。 

② ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してください。ＳＮＭＰカードのＩＰアドレス、サブネッ

トマスクが設定されます。 

③ 「手順②」後、５秒待ちます。 

④ 必要な通信速度・通信モードに合わせて、ロータリスイッチを「０」～「４」のいずれかに、設定します。 

⑤ ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してください。ＳＮＭＰカードは「ＳＮＭＰエージェント

モード」に切換ります。このタイミングで、「手順②」ので設定されたＳＮＭＰカードのＩＰアドレス、サブネ

ットマスクが反映されます。 

⑥ 終了 

 

 

設定手順 

操作手順 
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５．３．ログ FlashROM 書き込みモード 

 

５．３．１．ログの FlashROM 書き込み 

ログデータは、８章「ログ機能」に記載の方法で、確認できます。 

ただし、ログデータは、取得時、ＳＲＡＭに記録していますので、ＳＮＭＰカードの電源が無くなる（Ｕ

ＰＳを完全停止する）またはリセットスイッチを押すと、データが消去します。ログ FlashROM 書き込み

モードで、ログデータを FlashROM に書き込みできます。（ＳＮＭＰカードの電源をオフしても FlashROM

にデータが保存されています。） 

 

 

① ＳＮＭＰカードのロータリスイッチを「８」に設定します。設定したタイミングで、ログデータの

FlashROM 書き込みが開始されます。その後、１０秒間待ってください。 

② ＳＮＭＰカードのロータリスイッチを元の設定に戻します。 

③ 終了 

 

５．３．２．ログデータの保存 

FlashROM に書き込まれたログデータを、ＬＡＮに接続したＰＣからＦＴＰで保存できます。 

 

 

① ＳＮＭＰカードのロータリスイッチを「６」に設定します。 
② ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを押します。 
③ ＦＴＰでＳＮＭＰカードにアクセスします。Windowsコンピュータであれば、コマンドプロンプトを 
立ち上げてください。 

注記：下記の例では 
ＳＮＭＰカードのＩＰは工場出荷時値「１９２．１６８．１０．１」とします。 
ＳＮＭＰカードのパスワードは工場出荷時値「mrafter24」とします。 
以下、下線はユーザが入力した文字です。 
<Enter>ではキーボードの<Enter>キーを押します。 

△は空白の入力です。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

操作手順 

Microsoft Windows 2000 [Version 5.00.2195] 

(C) Copyright 1985-1999 Microsoft Corp. 

 

C:\>ftp△192.168.10.1<Enter> （①FTP でアクセスします。） 

Connected to 192.168.10.1. 

220 192.168.10.1 FTP server (ZIRION V1.0) ready. 

user(192.168.10.1:(none)):admin<Enter> （②ユーザ名を入力します。） 

331 Password required for admin 

Password ：mrafter24<Enter>  （③パスワードを入力します。実際には入力値は表示されません。） 

230 User admin logged in 

（次頁へつづく） 

操作手順 
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④ ＳＮＭＰカードのロータリスイッチを元の位置に設定します。 

⑤ ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを押します。 

⑥ 終了 

 

以上の操作で、ＬＡＮに接続したＰＣにログデータが保存できます。ファイル名「fromlog.log」です。 

ただし、このファイルはバイナリフォーマットですので、ログ解析は、お買い上げの販売店、サービス 
会社にご依頼ください。 

 

 

５．４．ファームウエア・ＨＴＭＬファイル書き換えモード 

ＳＮＭＰカードのファームウエア・ＨＴＭＬファイルを、ＬＡＮに接続したＰＣからＴＦＴＰ,ＦＴＰ

で書き換えできます。 

 

【ファームウエア書き換え手順】 

① ＳＮＭＰカードのロータリスイッチを「６」に設定します。 

② ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを押します。 

③ ＰＣからＴＦＴＰで、ファームウエアの転送を行います。 

④ 転送が完了したら、ＳＮＭＰカードのロータリスイッチを元の位置に設定します。 

⑤ ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを押します。 

⑥ 終了 

 

【HTML ファイル書き換え手順】 

① ＳＮＭＰカードのロータリスイッチを「６」に設定します。 

② ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを押します。 

③ ＰＣからＦＴＰで、ＳＮＭＰカードにログインします。 

④ ログインした後、ＨＴＭＬファイルを put します。 

⑤ ＦＴＰを終了します。 

⑥ ＳＮＭＰカードのロータリスイッチを元の位置に設定します。 

⑦ ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを押します。 

⑧ 終了 

 

 

（前頁からのつづき） 

ftp> get fromlog.log<Enter>  （④ログデータを取得します。） 

200 PORT command successful. 

150 ASCII data connection for fromlog.log. 

226 Transfer conplete. 

ftp: 262144 bytes received in 7.31 seconds 35.85 Kbytes/sec 

ftp> bye<Enter>  （⑤FTP を終了します。） 
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６．動作環境データの入力（Telnet） 

ＳＮＭＰカードへの動作環境データの書き込みは、以下の方法で行えます。 

(1) Ｔｅｌｎｅｔで設定コマンド実行による入力 

(2) Ｗｅｂブラウザによるデータの入力 

６章では、Telnet を使用した動作環境のデータの書き込み方法を記載します。 

 

６．１．動作環境データ書き込み全体手順(Telnet) 

 

ＳＮＭＰカードへのデータ書き込みをするための全体手順を示します 

 

① ＳＮＭＰカードがＵＰＳに挿入されている場合は④へ進んでください、ＳＮＭＰカードがＵＰＳに挿

入されていない場合は②へ進んでください。 

② 負荷機器を終了して、ＵＰＳの停止操作（ＵＰＳの取扱説明書を参照ください）を実施してください。 

③ ４．１項『ＳＮＭＰカードの取り付け』を実施してください。 

④ ＵＰＳが停止している場合は、ＵＰＳの運転操作（ＵＰＳの取扱説明書を参照ください）を実施して

ください。 

⑤ サーバ側でＰＭＨＮを使用している場合は、総てのＰＭＨＮを停止させてください。ＳＮＭＰカード

を「動作環境設定モード」に切換えると、ＰＭＨＮは、ＳＮＭＰカードとの通信が途切れるために、

エラーメッセージを表示します。 

⑥ ＳＮＭＰカードのロータリスイッチを「５」に切換えます。 

⑦ ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してください。ＳＮＭＰカードは「動作環境設

定モード」に切換ります。 

⑧ ＳＮＭＰカードへの動作環境データ書き込み（詳細を６．２項に示します。） 

⑨ 書き込み完了後、「ＳＮＭＰエージェントモード」に切換えます。必要な通信速度・通信モードに合

わせて、ロータリスイッチを「０」～「４」のいずれかに、設定します。 

⑩ ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してください。ＳＮＭＰカードは「ＳＮＭＰエ

ージェントモード」に切換ります。 

⑪ 停止していたＰＭＨＮを総て、再起動してください。 

⑫ 終了 

 

補足事項 

   入力する動作環境(IP アドレス等)データは、事前に控えておいてください。 ＳＮＭＰカードを 

交換すると、交換前の動作環境データは消えてしまいます。 

ＳＮＭＰカードを交換する場合は、動作環境データの書き込みを行ってください。 

 

６．２．動作環境データ書き込み (Telnet) 

 

６．２．１．Ｔｅｌｎｅｔ起動準備 

① ＳＮＭＰカードをＬＡＮに接続してください。 
② Ｔｅｌｎｅｔが動作するコンピュータをＬＡＮに接続してください。 
③ ＳＮＭＰカードの工場出荷時のＩＰアドレスは「１９２．１６８．１０．１」、サブネットマスクは

「２５５．２５５．２５５．０」に設定されているので、Ｔｅｌｎｅｔが動作するコンピュータの 
ＩＰアドレスは「１９２．１６８．１０．２」に設定してください。 



 

 
Hitachi, Ltd.  

UP0013-1.0-IE7Y00036-007 

22 

６．２．２．Ｔｅｌｎｅｔ起動 

ＴｅｌｎｅｔでＳＮＭＰカードにアクセスします。Windowsコンピュータであれば、コマンドプロンプ
トを立ち上げてください。 
ＳＮＭＰカードの工場出荷時のＩＰアドレスは「１９２．１６８．１０．１」です。このＩＰアドレス

の場合のＴｅｌｎｅｔ起動例を示します。 
注記：以下、下線はユーザが入力した文字です。 

<Enter>ではキーボードの<Enter>キーを押します。 

△は空白の入力です。 
 
 
 
 
 
 

６．２．３．動作環境データ書き込み (Telnet)詳細 
タイトルが表示され、パスワード入力を求めてくるので、パスワードを入力してください。工場出荷時

のパスワードは“mrafter24”です。 
 
 
 
 
 
パスワードが正しければプロンプト“＞”が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
以降、画面に入力した文字が表示されるようになります。 
この状態で表６.２.３.１のコマンドが使用できるようになります（コマンドはコロン“:”と英小文字１

字の組み合わせ）。 
ＴｅｌｎｅｔによるＳＮＭＰカード設定コマンドを表６．２．３．１に示します。 

 

表６．２．３．１ ＴｅｌｎｅｔによるＳＮＭＰカード設定コマンド 

No. コマンド  内 容 

1 :r  現在の動作環境データの内容をすべて表示します。 

2 :w  変更した動作環境データの内容を保存します。 

3 :e 
入力した文字を画面に出力（エコーＯＮ）します。 

出力を解除する（エコーＯＦＦ）には、もう一度“:e”を入力します。 

工場出荷時の環境データを全て表示した例を以下に示します。 

Microsoft Windows 2000 [Version 5.00.2195] 

(C) Copyright 1985-1999 Microsoft Corp. 

 

C:\>telnet△192.168.10.1<Enter> 

        --- SNMP Agent System Configuration Utility --- 

 

password:mrafter24<Enter>  （実際には入力値は表示されません。） 

--- SNMP Agent System Configuration Utility --- 

 

password: mrafter24<Enter>  （実際には入力値は表示されません。） 

>:e<Enter>  （実際には入力値は表示されません。） 
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--- SNMP Agent System Configuration Utility --- 

 

password: mrafter24<Enter>  （実際には入力値は表示されません。） 

>:e<Enter>  （実際には入力値は表示されません。） 

>:r<Enter>   

password=? 

extPassword="" 

sysDescr="" 

sysServices=64 

ifNumber=1 

ifIndex=1 

ifDescr="" 

ifType=6 

ifSpeed=10000000 

ifPhysAddress=00:E0:3E:00:00:02 

ifOutQLen=0 

ipAdEntBcastAddr=1 

setCommunity="public" 

getCommunity="public" 

trapCommunity="public" 

pmnCommunity="pwrmon" 

ifMtu=1500 

ifAdminStatus=1 

ifOperStatus=1 

ipForwarding=2 

ipDefaultTTL=32 

ipReasmTimeout=30 

ipAdEntAddr=192.168.10.1 

ipAdEntNetMask=255.255.255.0 

ipAdEntReasmMaxSize=1500 

ipRouteDest=0.0.0.0 

ipRouteMask=0.0.0.0 

ipNetToMediaType=3 

netArpEntry=8 

netArpMode=1 

netBootpRetry=0 

netRarpRetry=0 

netUdpEntry=8 

netTcpTimeout=6000 

snmpEnabled=1 

userLoginTimeout=600 

（次頁へつづく） 
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（環境データ、前頁からのつづき） 

userLoginTimeout=600 

httpPort=80 

httpMonitorInterval=30 

dhcpEnabled=0 

peerNumber=128 

snmpEnableAuthTraps=2 

xupsTrapEntAddr= 

xupsTrapRetryMax=1,1,1,1,1,1,1,1 

xupsReceiveTrapType=255,255,255,255,255,255,255,255 

xupsMonitorInterval=10 

xupsAlarmInterval=5 

xupsSecurityControlStatus=1 

xupsSecurityEntAddr= 

xupsSecurityLevel= 

xupsIpFilter="" 

rs232Port1Speed=24 

rs232Port1Bits=8 

rs232Port1StopBits=1 

rs232Port1Parity=0 

rs232Port1Timing=20000 

rs232Port1Wait=100 

rs232Port2Speed=24 

rs232Port2Bits=8 

rs232Port2StopBits=1 

rs232Port2Parity=0 

rs232Port2Timing=20000 

rs232Port2Wait=100 

upsTransferTrapType=1 

upsTransferTrapControl=4 

upsIntervalTrapControl=1 

upsIntervalTrapTime=10 

upsConfigBackupTime=2 

sysContact="" 

sysName="Noname" 

sysLocation="Nowhere" 

upsIdentName="" 

upsIdentAttachedDevices="" 

upsBatteryLastReplaceDate="0" 

> 
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各項目値を個別に表示、変更できます。 
例えば、現在のＳＮＭＰカードのＩＰアドレスを表示するには、以下のように入力します。現在のＳＮ

ＭＰカードのＩＰアドレスが表示されます。 
 
 
 
 
 
ＳＮＭＰカードのＩＰアドレスを変更するには、以下のように入力します。 
＜例＞ＩＰアドレスを“１９２.１６８.２０.１００”に変更する場合 

 
 
 
 
 
 
 
ＳＮＭＰカードのＩＰアドレスが変更されました。 
 
コマンドプロンプトを閉じてＴｅｌｎｅｔを終了してください。 
 
 

補足事項 
◆変更後は、“:w”コマンドで更新してください 

  変更した内容を有効にするには、“:w”コマンドで変更した内容を動作環境データへ保存しなければ

なりません。その前に、“:r”コマンドで動作環境データの内容をすべて表示すると、全ての変更が

無効になります。 

◆むやみに設定を変更しないでください 

   間違えて設定してしまうとＳＮＭＰカードが動作しなくなります。 

   

次頁の表６．２．３．２（全３頁）に環境データ一覧表を示します。 

  表の設定欄の“◎”は必ずデータを書き込んでください。これらを書き込まないと、ＳＮＭＰカードが

動作しません。 

>ipAdEntAddr=<Enter>   

ipAdEntAddr=192.168.10.1 

> 

>ipAdEntAddr=192.168.20.100 <Enter>   

ipAdEntAddr=192.168.20.100 

>:w<Enter>   

Flush ROM updated. 

> 



 

 
Hitachi, Ltd.  

UP0013-1.0-IE7Y00036-007 

26 

表６．２．３．２  環境データ一覧(１/３) 

 [設定]  
◎…必須、○…設定可能、△…サーバ側で PMHN使用している場合は設定を変えてはいけない、 
×…設定を変えてはいけない 
 

項    目 初期設定値 説        明 設定

 password mrafter24  adminのパスワード × 

 extPassword (未設定)  Web用ユーザ名とパスワード（例：ibaraki.taniguchi） ○ 

 sysDescr (未設定)  ハードウェア、OSなどの説明 ○ 

 sysServices 64  ハードウェア、OSなどが提供する一連のサービス数 × 

 ifNumber 1  ネットワーク・インターフェースの数 × 

 ifIndex 1  インターフェースに固有につけられた番号 × 

 ifDescr (未設定)  インターフェース情報 ○ 

 ifType 6 
 物理層/リンク層プロトコルによって区別されるインタ

ーフェースの種類   6:ethernet-csmacd 
× 

 ifSpeed 10000000  インターフェースの現在のデータ転送能力 × 

 ifPhysAddress 
例 

00:E0:3E:00:00:02 
 MACアドレス、SNMPカードによって異なる × 

 ifOutQLen 0  送信パケット・キューの長さ × 

 ipAdEntBcastAddr 1 
 IPブロードキャストアドレスの

LSB(LeastSigniticautBit)の値 
× 

 setCommunity public  SET コミュニティ名 △ 

 getCommunity public  GET コミュニティ名 △ 

 trapCommunity 

 
public  TRAP コミュニティ名 ○ 

 pmnCommunity pwrmon  ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀHforNetworkとのコミュニティ名 × 

 ifMtu 1500  エージェント上で送受できるPDUの最大オクテット長 × 

 ifAdminStatus 1 
 インターフェースに要求される状態 

  up(1)  down(2)  testing(3) 
× 

 ifOperStatus 1 
 インターフェースの現在の状態 

  up(1)  down(2)  testing(3) 
× 

 ipForwarding 2 
 転送パケットに対するゲートウェイ機能 

   forwarding(1)  not-forwarding(2) 
× 

 ipDefaultTTL 32 
 IPヘッダ中 

のTTLのデフォルト値 
× 

 ipReasmTimeout 30 

 分割されたデータグラム（フラグメント）をリアセンブ

ルするために、ハードウェア・OSなどで後続のフラグメ

ントを待つ最大時間 [sec] 

× 

 ipAdEntAddr 192.168.10.1  IPアドレス ◎ 

 ipAdEntNetMask 255.255.255.0  IPアドレスのサブネットマスク ○ 

 ipAdEntReasmMaxSize 1500 
 受信したデータグラムからリアセンブリできるIPデー

タグラムの最大サイズ 
× 

 ipRouteDest 0.0.0.0  デフォルトゲートウェイのIPアドレス ○ 

 ipRouteMask 0.0.0.0 
 IpRouteDestと比較する前に宛先アドレスとＡＮＤ演算

すべきマスク 
○ 

 ipNetToMediaType 3 
 マッピングのタイプ   

  other(1)  Invalid(2)  dynamic(3)  static(4) 
× 

 netArpEntry 8  ARPエントリー数 × 

 netArpMode 1  ARPモード数 × 

 netBootpRetry 0  BOOTPのリトライ回数 × 

 netRarpRetry 0 RARPのリトライ回数 × 
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表６．２．３．２  環境データ一覧(２/３) 

項    目 初期設定値 説      明 設定

 netUdpEntry 8  UDPエントリー数 × 

 netTcpTimeout 6000 ﾊｰﾌｸﾛｰｽﾞ状態で放置されたときの開放時間 × 

 snmpEnabled 1  snmpの制御  無効(0) 有効(1)  × 

 userLoginTimeout 600 
 自動ログアウト時間[sec] 

 （設定時間以上アクセスがない場合） 
× 

 httpPort 80 Webブラウザが使用するポート番号 × 

 httpMonitorInterval 30 
 Web MonitorのUPS計測値表示の 

リフレッシュ時間間隔（秒） 10秒以上 
× 

 dhcpEnabled 0  DHCPの制御  無効(0) 有効(1) × 

 peerNumber 128  PEER数 × 

 snmpEnableAuthTraps 2 
 セキュリティ違反があった場合に発生するトラップ 

の生成を許可  有効(1)  無効(2) 
○ 

 xupsTrapEntAddr (未設定) トラップ転送先のIPアドレス ○ 

 xupsTrapRetryMax 1,1,1,1,1,1,1,1 トラップの最大繰り返し転送回数を設定する × 

 xupsReceiveTrapType 
255,255,255,255,255,255,

255,255 

トラップのタイプが日立定義の場合 

転送するトラップの種別を、送信先ごとに指定する 

  1:重故障 

  2:軽故障 

  4:警告 

  8:注意 

 16:情報 

× 

 xupsMonitorInterval 10 
 UPS正常運転時のステータスの自動送出時間間隔 

 最小：7[sec] 
× 

 xupsAlarmInterval 5 
 使用しない 

 電源異常時のステータスの自動送出時間間隔 
× 

 xupsSecurityControlStatus 1  セキュリティ制御の設定  無効(1) 有効(2) ○ 

 xupsSecurityEntAddr (未設定) セキュリティレベルを設定するＩＰアドレス ○ 

 xupsSecurityLevel (未設定) 
 セキュリティレベルの設定 

  setIdent(1)  setControl(2)  admin(3) 
○ 

 xupsIpFilter (未設定) アクセスを許可する送信元ＩＰアドレス 
○ 

注1 

 rs232Port1Speed 24  RS-232Cポート1のスピード  [x100bps] × 

 rs232Port1Bits 8  RS-232Cポート1のビット数  7bits,8bits × 

 rs232Port1StopBits 1  RS-232Cポート1のストップビット数  なし,1bit × 

 rs232Port1Parity 0  RS-232Cポート1のパリティ  なし,あり × 

 rs232Port1Timing 20000  RS-232Cポート1の制御ｺﾏﾝﾄﾞ送信待時間[x10μs] × 

 rs232Port1Wait 100  RS-232Cポート1のﾘﾄﾗｲ間隔[ｘ10ms] × 

 rs232Port2Speed 24  RS-232Cポート2のスピード  [x100bps] × 

 rs232Port2Bits 8  RS-232Cポート2のビット数  7bits,8bits × 

 rs232Port2StopBits 1  RS-232Cポート2のストップビット数  なし,1bit × 

 rs232Port2Parity 0  RS-232Cポート2のパリティ  なし,あり × 

 rs232Port2Timing 20000  RS-232Cポート2の制御ｺﾏﾝﾄﾞ送信待時間[x10μs] × 

 rs232Port2Wait 100  RS-232Cポート2のﾘﾄﾗｲ間隔[ｘ10ms] × 

 upsTransferTrapType 1 

 送出するトラップのタイプ 

1: RFC1628定義 

2:jema定義（使用しない） 

3:日立定義（使用しない） 

× 

 upsTransferTrapControl 4 

 トラップのタイプが日立定義の場合 

トラップの送出レベル 

1:重故障のみ  

2:重故障，軽故障，軽故障回復時 

3:重故障，軽故障，軽故障回復、警告，警告回復時

4:全てのトラップを送出 

× 

注 1: xupsIpFilter でＩＰアドレスを設定すると、設定したＩＰアドレス以外とは通信できなくなります。 
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表６．２．３．２  環境データ一覧(３/３) 

項    目 初期設定値 説      明 設定

 upsIntervalTrapControl 1 
トラップのタイプが日立定義の場合 

日立定義ＴＲＡＰ(hitachiUpsTrapAny)の送信制御 
× 

 upsIntervalTrapTime 10 

トラップのタイプが日立定義の場合 

日立定義TRAPhitachiUpsTrapBatteryLow,hitachiUps 

TrapAny)の送信制御 

× 

 upsConfigBackupTime 2  100%負荷でのバッテリのバックアップ予測時間 ○ 

 sysContact (未設定) 
管理者の連絡先を入力する 

 E-mailアドレスや電話番号など 
○ 

 sysName Noname  管理上の名前。SNMPカードの型番など ○ 

 sysLocation Nowhere 
 UPSの設置してある場所を入力する  

 部署名、フロア名など 
○ 

 upsIdentName (未設定)  UPS識別用文字列 ○ 

 upsIdentAttachedDevices (未設定)  UPSの出力に接続している機器の名称文字列 ○ 

 upsBatteryLastReplaceDate 0 
 バッテリ交換日 

 mm/dd/yyyy 
○ 

 

（注）：upsConfigBackupTimeは”0”に設定していても、SNMPカード内部では”2”に読み替えて動作します。 

さらに、”0”の設定値が”2”に自動的に書き換わることもあります。 
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７．動作環境データの入力（Web） 

 ＳＮＭＰカードへの環境データの入力は、ＬＡＮ経由でブラウザソフトから書き込みできます。以下に

その手順を示します。 

 

７．１．動作環境データ書き込み全体手順（Web） 

 

ＳＮＭＰカードへのデータ書き込みをするための全体手順を示します 

 

① ＳＮＭＰカードがＵＰＳに挿入されている場合は④へ進んでください、ＳＮＭＰカードがＵＰＳに挿

入されていない場合は②へ進んでください。 

② 負荷機器を終了して、ＵＰＳの停止操作（ＵＰＳの取扱説明書を参照ください）を実施してください。 

③ ４．１項『ＳＮＭＰカードの取り付け』を実施してください。 

④ ＵＰＳが停止している場合は、ＵＰＳの運転操作（ＵＰＳの取扱説明書を参照ください）を実施して

ください。 

⑤ ＳＮＭＰカードの動作モードが「ＳＮＭＰエージェントモード」であることを確認してください。異

なるモードの場合は、モードを変更してください。モード確認、モード変更は、５．１項『ＳＮＭＰ

エージェントモード』を参照ください。 

⑥ ＳＮＭＰカードへの動作環境データ書き込み（詳細を７．２項に示します。） 

⑦ 終了 

 

補足事項 

   入力する動作環境(IP アドレス等)データは、事前に控えておいてください。 ＳＮＭＰカードを 

交換すると、交換前の動作環境データは消えてしまいます。 

ＳＮＭＰカードを交換する場合は、動作環境データの書き込みを行ってください。 

 

 

７．２．動作環境データ書き込み (Web) 

 

７．２．１．ブラウザ起動準備 

① ＳＮＭＰカードをＬＡＮに接続してください。 
② ブラウザソフトが動作するコンピュータをＬＡＮに接続してください。 
③ ＳＮＭＰカードの工場出荷時のＩＰアドレスは「１９２．１６８．１０．１」、サブネットマスクは

「２５５．２５５．２５５．０」に設定されているので、ブラウザソフトが動作するコンピュータの 
ＩＰアドレスは「１９２．１６８．１０．２」に設定してください。 

 

補足事項 
◆ ブラウザソフトのバージョン制限 
 Netscape Navigator であれば Ver4.0 以上を使用してください。 

 Internet Explorer であれば Ver4.0 以上を使用してください。 
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７．２．２．ブラウザ起動 

 ブラウザを立ち上げて、アドレス入力領域にＳＮＭＰカードのＩＰアドレス（工場出荷時：１９２．１

６８．１０．１）を入力してください。以下の Web page が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７．２．２．１ 「ＩＮＤＥＸ」画面 

 

 

 図７．２．２．１の「ＩＮＤＥＸ」画面で、希望する項目をクリックすると、「ログイン」画面を表示しま

す。ユーザ名の欄に”admin”、パスワードの欄に”mrafter24”と入力して、[ログイン]をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７．２．２．２ 「ログイン」画面 

admin 

mrafter24 
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７．２．３．設定更新 

 各「設定更新」画面で、データを入力し、[設定更新]をクリックしてください。設定項目を下表で説明

します。[設定更新]をクリック後、各「情報の表示」画面で設定した項目が更新していることを確認して

ください。 

さらに、[設定更新]をクリック後、３分間はＵＰＳを停止せずにそのまま待機してください。設定更新し

た環境データをＳＮＭＰカード内部にメモリします。 

 ＩＰアドレス等のＮＥＴＷＯＲＫデータは、ＳＮＭＰカードのリセット後に更新データが有効になりま

す。ＳＮＭＰカードのリセットは、ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してください。 

 

補足事項 
◆ 指定した項目以外は設定更新しないでください 

ＵＰＳが動作しなくなる場合があります。 

 

 [設定]  
◎…必須、○…設定可能、△…サーバ側で PMHN使用している場合は設定を変えてはいけない、 
×…設定を変えてはいけない 
 

設定更新（ＳＹＳＴＥＭ）画面 

項    目 初期設定値 説        明 設定

 システム名称 Noname  管理上の名前。SNMPカードの型番など ○ 

 システムの設置場所 Nowhere 
 UPSの設置してある場所を入力する。 

 部署名、フロア名など 
○ 

 連絡先 (未設定) 
 管理者の連絡先を入力する。 

 E-mailアドレスや電話番号など 
○ 

 Web Monitor モニタ時間 

  間隔 [秒] 
30 

 Web MonitorのUPS計測値表示の 

リフレッシュ時間間隔（秒） 10秒以上 
○ 

 自動ログアウト時間 600 
 自動ログアウト時間[sec] （設定時間以上アクセスが

ない場合） 
○ 

設定更新（ＮＥＴＷＯＲＫ）画面 

項    目 初期設定値 説        明 設定

 IPアドレス 192.168.10.1   IPアドレス ◎ 

 サブネットマスク 255.255.255.0  IPアドレスのサブネットマスク ○ 

 デフォルトゲートウエイ 0.0.0.0  デフォルトゲートウェイのIPアドレス ○ 

 SNMP機能 1  snmpの制御  無効(0) 有効(1) × 

 SET コミュニティ名 public  SET コミュニティ名 △ 

 GET コミュニティ名 public  GET コミュニティ名 △ 

 TRAP コミュニティ名 public  TRAP コミュニティ名 ○ 

 PMHN コミュニティ名 pwrmon  PMHN コミュニティ名 × 

 TRAP通知先IPアドレス -  トラップ転送先のIPアドレス ○ 

 セキュリティ違反のTRAP 2 
 セキュリティ違反があった場合に発生するトラップ 

の生成を許可。 有効(1)  無効(2) 
○ 

 DHCP機能 0  DHCPの制御  無効(0) 有効(1) × 

 BOOTPリトライ回数 0  BOOTPのリトライ回数 × 

 RARPリトライ回数 0  RARPのリトライ回数 × 
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設定更新（ＵＰＳ）画面 

項    目 初期設定値 説        明 設定

 UPS 名称 (未設定)  UPS識別用文字列 ○ 

 接続機器 (未設定)  UPSの出力に接続している機器の名称文字列 ○ 

 前回のバッテリ交換日 0 

 バッテリ交換日 

 mm/dd/yyyy 

 

○ 

 
設定更新（ＵＰＳ出力制御）画面 

項    目 初期設定値 説        明 設定

 設定時間後のUPS出力 

 オフ指令 
-1 

 環境データではない 

 設定時間[秒]後にＵＰＳ出力をオフする指令 

 [-1]をセットすると指令の解除になる 

○ 

 設定時間後のUPS出力 

 オン指令 
-1 

 環境データではない 

 設定時間[秒]後にＵＰＳ出力をオンする指令 

 [-1]をセットすると指令の解除になる 

○ 

 設定期間のUPS出力 

  リブート指令 
-1 

 環境データではない 

 設定期間[秒]の間、ＵＰＳ出力をリブートする指令 

 [-1]をセットすると指令の解除になる 

○ 

 設定時間後のUPS出力1 

 オフ指令 
-1 

 環境データではない 

 設定時間[秒] 後にＵＰＳ出力１をオフする指令 

 [-1]をセットすると指令の解除になる 

○ 

 設定時間後のUPS出力2 

 オフ指令 
-1 

 環境データではない 

 設定時間[秒]後にＵＰＳ出力２をオフする指令 

 [-1]をセットすると指令の解除になる 

○ 

 設定時間後のUPS出力1 

 オン指令 
-1 

 環境データではない 

 設定時間[秒]後にＵＰＳ出力１をオンする指令 

 [-1]をセットすると指令の解除になる 

○ 

 設定時間後のUPS出力2 

 オン指令 
-1 

 環境データではない 

 設定時間[秒]後にＵＰＳ出力２をオンする指令 

 [-1]をセットすると指令の解除になる 

○ 

 設定時間後のパワーモニタ

H/HN経由シャットダウン指令 
-1 

 環境データではない 

 設定時間[秒]後にパワーモニタH/HN経由で 

 シャットダウン ＵＰＳ出力をオフする指令 

 [-1]をセットすると指令の解除になる 

○ 

 

制限事項 
 

ＵＰＳの出力１，２を個別にオン・オフする場合、以下の制限事項があります。 

・出力２はオン操作しても、出力１がオンするまで、オンしません。 

・『パワーモニタＨＮ』で出力１と２の「出力開始の遅延時間」を 

設定していると、出力２はオン操作しても、出力１がオンしてから、その「出力開始の遅延時間」が 

経過するまで、出力２はオンしません。 

・設定時間後のﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ H/HN 経由ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ指令は、『パワーモニタＨＮ』では使用できません。 
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設定更新（ＳＥＣＵＲＩＴＹ）画面 

項    目 初期設定値 説        明 設定

 IPアドレス別のセキュリティ 1  
 IPアドレス別のセキュリティ制御の設定 

  無効(1) 有効(2) 
○ 

 セキュリティ設定 

 IPアドレス 
(未設定)  セキュリティを設定するIPアドレス ○ 

 セキュリティ設定 

 レベル 
(未設定) 

 セキュリティを設定するIPアドレスに与えるレベル 

  setIdent(1)  setControl(2)  admin(3) 
○ 

 

設定更新（ＰＡＳＳＷＯＲＤ）画面 

項    目 初期設定値 説        明 設定

 extPassword (未設定)   Web用ユーザ名とパスワード（例：hitachi.taniguchi） ○ 

 

設定更新（ＩＰＦＩＬＴＥＲ）画面 

項    目 初期設定値 説        明 設定

 xupsIpFilter (未設定)  通信元ＩＰアドレスの設定 
○ 

注1 

 

注 1: xupsIpFilter でＩＰアドレスを設定すると、設定したＩＰアドレス以外とは通信できなくなります。 

 

設定更新（ＨＯＳＴ）画面 

項    目 初期設定値 説        明 設定

 不定ホストの削除 0 

 SNMPカードにエントリされているコンピュータの 

中で、通信が途絶えている不定状態のコンピュータの 

エントリを削除します。 

○ 

 

 

 

７．２．４．ログアウト 

 設定更新と更新の確認が終了したら、図７．２．２．１の「ＩＮＤＥＸ」画面に戻って、[ログアウト]を 

クリックしてください。コンピュータのブラウザを終了してください。 

 ＳＮＭＰカードの環境データの入力は完了です。 
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８．ログ機能 

ＵＰＳとＳＮＭＰカード間、ＳＮＭＰカードとサーバ間の通信内容をログとして記録します。ログの取

得タイミングを表８．１に示します。ログの取得件数は、最大９６４２件です。 

取得したログは、ＬＡＮ経由でブラウザソフトから参照できます。 

ログデータは、取得時、ＳＲＡＭに記録していますので、ＳＮＭＰカードの電源が無くなる（ＵＰＳを

完全停止する）またはリセットスイッチを押すと、データが消去します。５．３項「ログ FlashROM 書き

込みモード」の手順で、ログデータを FlashROM に保存できます。（ＳＮＭＰカードの電源をオフしても

FlashROM にデータが保存されています。） 

 

補足事項 
ログデータはＳＲＡＭに記録します。ＳＲＡＭに記録したログデータはＬＡＮ経由でブラウザ

ソフトから参照できます。 

ＳＲＡＭに記録したログデータは、ＳＮＭＰカードの電源が無くなる（ＵＰＳを完全停止する）

またはリセットスイッチを押すと、データが消去し、ブラウザソフトから参照できなくなりま

す。 

ＳＲＡＭに記録したログデータは、５．３項「ログFlashROM書き込みモード」の操作で、FlashROM

に保存できます。ただし、FlashROMに保存したログデータはブラウザソフトからは参照できま

せん。FlashROMに保存したログデータは、５．３項「ログFlashROM書き込みモード」の操作で、

ＦＴＰでＰＣに保存してください。ＰＣに保存したログ解析は、お買い上げの販売店、サービ

ス会社にご依頼ください。 

 

表８．１ ログの取得タイミング 

項目 取得タイミング 

ＵＰＳとＳＮＭＰカード間（シリアル通信） ①通信異常発生時 

②制御コマンド送信時 

ＳＮＭＰカードとサーバ間（Ether 通信） ①ＰＭＨＮから停止・起動時間の設定要求を受信時 

②通信状況変化時 

ログの取得条件を以下に示します。 

・前回のメッセージ送信から 15 秒以内にメッセージ受信

を行わなかった場合、通信異常発生を記録します。 

・現在の状態が異常状態で、通信が再開された場合、通信

異常回復を記録します。 

ただし、始めから通信異常状態であった場合（例えば、通

信ケーブルが始めから接続されていなかった場合）は、通

信異常発生を記録しません。 
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８．１．ブラウザソフトでのログ表示 

① ブラウザソフトが動作するコンピュータをＬＡＮに接続してください。 

② ブラウザを立ち上げて、アドレス入力領域に以下の値を入力してください。（ＩＰアドレスが工場出

荷時の値の場合） 
192.168.10.1/maint.htm 

ログ表示例を以下に示します。 
ログの時間単位は、１０秒です。（例：「38」の記述は 380 秒を表します。） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリアル通信(制御コマンド送信)： 
時間、コマンド、制御データ送信、パラメータ 

PHHNとのEther通信(停止指示受信)： 
時間、送信元 IP アドレス、受信 MIB 

シリアル通信(制御コマンド送信）： 
時間、コマンド、制御データ送信、パラメータ 

シリアル通信タイムアウト： 
時間、コマンド、ログ格納理由 

PHHNとのEther通信タイムアウト： 
時間、PHHN の IP アドレス、異常状態 
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９．ＳＮＭＰマネージャ側の設定 

Ｈ－ＵＢ－ＥＴＮはＳＮＭＰ標準ＭＩＢ（ＲＦＣ１６２８）の他に、独自のＭＩＢ（プライベートＭＩ

Ｂ）を使用します。 
ＳＮＭＰマネージャで監視、管理する場合、これらのＭＩＢを、ＳＮＭＰマネージャ・ソフトウェアに

コンパイル（ロード）する必要があります。 
プライベートＭＩＢ（ａｌｆａｔｅｃｈ．ｍｉｂ、ｈｉｔａｃｈｉUｐｓ.ｍｉｂ、ｊｅｍａ.ｍｉｂ）

の入手方法は、以下の通りです。 

 

 

プライベートｍｉｂの入手方法 
◆ hitachiUps.mib / alfatech.mib / jema.mib の入手 
パワーモニタＨ ｆｏｒ Ｎｅｔｗｏｒｋ のＣＤ－ＲＯＭからコピーできます。 

 

◆ インターネットからも入手できます。 

以下のホームページアドレスから入手できます。 
・alfatech.mib / hitachiUps.mib 

http://www.hitachi.co.jp/Div/ise/upshp/index.html へアクセスしてダウンロードします。 
・jema.mib 

http://www.jema-net.or.jp/   へアクセスしてダウンロードします。 
 

◆ 日立ＵＰＳ管理ソフトサポート窓口からも入手できます。 

ups_software.support@pis.hitachi.co.jp  へお問合せください。 

 

 

プライベートＭＩＢをＳＮＭＰマネージャ・ソフトウェアにコンパイル（ロード）する手順は、各ＳＮＭ

Ｐマネージャ・ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 
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１０．ＳＮＭＰカードの使用方法 
ＳＮＭＰカードの使用方法は 2種類あります。 

① ＳＮＭＰカードによるＵＰＳの遠隔監視・管理 

② ＳＮＭＰカードとパワーモニタＨ for Network の組合せによるＵＰＳの遠隔監視・管理 

それらを以下の図に示します。 

 

① ＳＮＭＰカードによるＵＰＳの遠隔監視・管理 

 

SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬ 

ｿﾌﾄｳｪｱ 

監視・管理端末 

ｲｰｻﾈｯﾄ

SNMP ｶｰﾄﾞ

UPS 

ｼﾘｱﾙ COM 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

Ethernet 

電源供給 
X

使用できません 

□ □ 

100BASE-TX/10BASE-T 

監視・管理 

 

ＳＮＭＰカードを導入することによって、ＵＰＳをネットワーク上の一機種としてＵＰＳを扱うことがで

きます。そのため、ネットワークの遠隔監視・管理の環境に、ネットワーク機器の電源管理を追加できま

す。 

また、ＳＮＭＰカードは、『ＪＰ１／ＡＯＭ（日立：総合システム運用管理ソフト）』のリモート運転に対

応しています。 
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② ＳＮＭＰカードと、パワーモニタＨ for Network の組合せによるＵＰＳの遠隔監視・管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＮＭＰカードは、マルチサーバコントロール機能を備えております、『パワーモニタＨ for Network』

と組み合わせて使用することにより、１台のＵＰＳで複数台のコンピュータのスケジュール運転、停電時

のＯＳシャットダウンなどが行えます。 

さらに、各コンピュータでＵＰＳの情報モニタ（入力電圧、入力電流、インバータ電圧等）、ＵＰＳの

障害受付ができます。 

また、『ＪＰ１／ＡＯＭ（日立：総合システム運用管理ソフト）』のスケジュール運転，リモート運転に

対応しています。 

停電時を例に、複数台のコンピュータシャットダウンの動作を次頁に示します。 

 

補足事項 
◆ ＳＮＭＰカードを取り付けている場合、ＵＰＳ本体のシリアルは使用できません。 

 

補足事項 
◆パワーモニタＨforNetwork でのＯＳシャットダウン処理中は（スケジュール運転のスケジュー

ル終了時刻、停電によるオートシャットダウン時）、監視・管理端末のＳＮＭＰマネージャからの

ＵＰＳの起動・停止操作は受けられません。 

 

 

 

SNMP ﾏﾈｰｼﾞｬ 

ｿﾌﾄｳｪｱ 

監視・管理端末 

ｲｰｻﾈｯﾄ

SNMP ｶｰﾄﾞ 

UPS 

ｼﾘｱﾙ 

Ethernet 

電源供給 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 1

(PMHN) 

X 

使用できません 

100BASE-TX/10BASE-T 

監視・管理・制御 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 2

(PMHN) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ n 

(PMHN) 

PMHN：パワーモニタ H for Network 
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停電時の複数台コンピュータシャットダウン動作（パワーモニタ H for Network と組み合わせ時） 

 

① 停電が発生すると、ＳＮＭＰカードを介してＰＭＨＮが停電を検出します。 

② ＰＭＨＮは、あらかじめ設定された時間以上停電が継続した場合、ＯＳのシャットダウンを 

実行するとともに、ＳＮＭＰカードへコンピュータのシャットダウン処理を実行したことを通知 

します。 

③ ＳＮＭＰカードは、ＰＭＨＮを介して各コンピュータの稼動状況を認識しており、ＵＰＳに接続 

されているコンピュータ全てがシャットダウン処理を実行したことを確認後、ＵＰＳへ自動停止

時間と次回起動までの時間を設定します。 

１台でもシャットダウン処理を実行していないコンピュータがある場合、ＵＰＳの停止は行い 

ません。 

なお、自動停止時間は各ＰＭＨＮで設定した値の中で、最後に停止する時間が採用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                           PMHN：パワーモニタ H for Network 

 

制限事項 
 

①ＵＰＳと通信できるコンピュータは最大１２８台です。 

 

②ＵＰＳと通信しているコンピュータを手動で停止する場合は、ＰＭＨＮの手動停止コマンド（upshut）を実行して停止する 

必要があります。 

通常のシャットダウンコマンドで停止した場合、ＳＮＭＰカードはそのコンピュータは停止していないものとして扱います。

この場合、停電やスケジュールなどにより、他のコンピュータが正常に停止しても、停止していないコンピュータが存在する

ことになるため、ＵＰＳは停止/再起動動作を行いません。 

ＰＭＨＮの手動停止コマンド（upshut）でコンピュータを停止させれば、そのコンピュータの停止実行と、そのコンピュータ

の停止をＵＰＳに認識させることができます。この場合、停電やスケジュールなどにより、他のコンピュータが正常に停止後、

ＵＰＳは停止/再起動動作を行います。 

 

③停電確認時間付近で復電した場合、シャットダウンを行うコンピュータと復電を検出してシャットダウンを行わない 

コンピュータが存在する可能性があります。この場合、ＵＰＳは停止しませんので、シャットダウンしたコンピュータは 

手動で立ち上げる必要があります。 

 

 

マルチサーバコントロール 

正常 

停電 

正常 停電確認時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ遅延時間 

正常 停電確認時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理時間 

正常 停電確認時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理時間 

給電 

正常 

給電 

起動 

起動 

起動 

復電 

UPS 停止 

UPS 入力 

UPS 出力 

SNMP ｶｰﾄﾞ 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 1 

(PMHN_1) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 2 

(PMHN_2) 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ n 

(PMHN_n) 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ通知 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ受付 

全ｺﾝﾋﾟｭｰﾀにｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｺﾏﾝﾄﾞ発行を確認

後 UPS へ停止、再起動時間セット 

自動停止時間 

自動停止時間 

自動停止時間 

自動停止時間 
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１１．障害時の処置方法 
ＳＮＭＰカードに問題が発生した場合は、表１１．１「障害時の処置方法」を参考に処置を行ってくだ

さい。 

 

表１１．１ 障害時の処置方法（１/４） 

No. 現象 対処方法 

1 ＳＮＭＰカードの表示灯１が 
１０秒周期２回緑色点滅してる。 

正常状態です。 

2 ＳＮＭＰカードの表示灯１が 
連続で消灯している。 

ＳＮＭＰカードとＵＰＳ間通信が異常です。 
正常な場合は緑色で１０秒周期で２回点滅します。 
[対処１] 
ＳＮＭＰカードのロータリスイッチの設定を確認してくださ

い。ＳＮＭＰエージェントモードを選定してください。 

[対処２] 
ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してく

ださい。 
[対処３] 
改善しない場合はＵＰＳまたはＳＮＭＰカードの交換が必要

です。お買い上げの販売店，サービス会社へご連絡ください。 
3 ＳＮＭＰカードの表示灯２が 

０．２５秒間緑色で点灯する。 
正常状態です。 

4 ＳＮＭＰカードの表示灯２が 
２秒周期で橙色点滅している。 

イーサネットの通信で１５秒間以上送信を行わなかった状態

を表しています。 
ＰＭＨＮと通信中は緑色で 5～１０秒周期で０．２５秒間点灯
します。 
[対処１] 
ＳＮＭＰカードのロータリスイッチの設定を確認してくださ

い。ＳＮＭＰエージェントモードの通信速度，通信モードをネ

ットワーク環境に合わせてください。 
[対処２] 
動作環境データの入力の「xupsIpFilter」でＩＰアドレスを設

定すると、設定したＩＰアドレス以外とは通信できません。設

定値を送信元のＩＰアドレスに一致させるか、設定値を総てク

リアしてください。 

[対処３] 
送信元の状態およびネットワーク環境を確認してください。 
・ハブ，ルータが異常，停止 
・ＬＡＮケーブルの外れ，接続先誤り，接続緩み，断線など 
[対処４] 
ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してく

ださい。 
[対処５] 
改善しない場合はＳＮＭＰカードの交換が必要です。お買い上

げの販売店，サービス会社へご連絡ください。 
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表１１．１ 障害時の処置方法（２/４） 

No. 現象 対処方法 

5 ＳＮＭＰカードの表示灯２が 
連続で消灯している。 

イーサネット通信が行われていない状態か 
送信元やネットワーク環境の異常です。 
[対処１] 
ＳＮＭＰカードのロータリスイッチの設定を確認してくださ

い。ＳＮＭＰエージェントモードの通信速度，通信モードをネ

ットワーク環境に合わせてください。 
[対処２] 
動作環境データの入力の「xupsIpFilter」でＩＰアドレスを設

定すると、設定したＩＰアドレス以外とは通信できません。設

定値を送信元のＩＰアドレスに一致させるか、設定値を総てク

リアしてください。 

[対処３] 
送信元の状態およびネットワーク環境を確認してください。 
・ハブ，ルータが異常，停止 
・ＬＡＮケーブルの外れ，接続先誤り，接続緩み，断線など 
[対処４] 
ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してく

ださい。 
[対処５] 
改善しない場合はＳＮＭＰカードの交換が必要です。お買い上

げの販売店，サービス会社へご連絡ください。 
6 ＳＮＭＰカードの表示灯１と２が 

２秒周期で赤色点滅している。 
ＳＮＭＰカードが異常です。 
[対処１] 
ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してく

ださい。 
[対処２] 
改善しない場合はＳＮＭＰカードの交換が必要です。お買い上

げの販売店，サービス会社へご連絡ください。 
7 ＳＮＭＰカードの表示灯１と２が 

連続で消灯している。 
ＳＮＭＰカードを搭載しているＵＰＳ装置が停止中かつ入力

電源 OFF 状態（ＵＰＳ表示灯全消灯）のため、ＳＮＭＰカード

も停止中です。 

[対処１] 
ＵＰＳ装置の入力電源を ON してください。 

[対処２] 
改善しない場合はＵＰＳまたはＳＮＭＰカードの交換が必要

です。お買い上げの販売店，サービス会社へご連絡ください。 
8 ＳＮＭＰカードの表示灯１と２が 

上記 N0.1～7までに記載した表示
状態以外の場合。 

ＳＮＭＰカードが異常です。 
[対処１] 
ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してく

ださい。 
[対処２] 
改善しない場合はＳＮＭＰカードの交換が必要です。お買い上

げの販売店，サービス会社へご連絡ください。 
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表１１．１ 障害時の処置方法（３/４） 

No. 現象 対処方法 

9 
 
ＵＰＳの監視制御ができない。 [対処１] 

ＳＮＭＰカードのロータリスイッチの設定を確認してくださ

い。ＳＮＭＰエージェントモードの通信速度，通信モードをネ

ットワーク環境に合わせてください。 
[対処２] 
動作環境データの入力の「xupsIpFilter」でＩＰアドレスを設

定すると、設定したＩＰアドレス以外とは通信できません。設

定値を送信元のＩＰアドレスに一致させるか、設定値を総てク

リアしてください。 

[対処３] 
ＳＮＭＰマネージャの設定を、ＳＮＭＰカードのコミュニティ

名に合わせてください。 
10 UPS Web MONITOR の画面の一部が 

表示されない。 
[対処１] 
ブラウザがセキュリティ保護のためアクティブコンテンツを

表示させないようになっているので、ブロックされているコン

テンツを許可してください。 
11 ＳＮＭＰカードに ping 疎通が 

できない。 

[対処１] 
ＳＮＭＰカードのＭＡＣアドレスの設定を確認してください。 
[対処２] 
ＳＮＭＰカードのＩＰアドレス，サブネットマスクをネットワ

ーク環境に合わせてください。 
[対処３] 
ＳＮＭＰカードのロータリスイッチの設定を確認してくださ

い。ＳＮＭＰエージェントモードの通信速度，通信モードをネ

ットワーク環境に合わせてください。 
[対処４] 
動作環境データの入力の「xupsIpFilter」でＩＰアドレスを設

定すると、設定したＩＰアドレス以外とは通信できません。設

定値を送信元のＩＰアドレスに一致させるか、設定値を総てク

リアしてください。 

[対処５] 
送信元の状態およびネットワーク環境を確認してください。 
・ハブ，ルータが異常，停止 
・ＬＡＮケーブルの外れ，接続先誤り，接続緩み，断線など 
[対処６] 
ＳＮＭＰカードのリセットスイッチを細い棒で軽く押してく

ださい。 
[対処７] 
改善しない場合はＳＮＭＰカードの交換が必要です。お買い上

げの販売店，サービス会社へご連絡ください。 
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表１１．１ 障害時の処置方法（４/４） 

No. 現象 対処方法 

12 
 
動作環境データの入力ができな

い。 
[対処１] 
サーバにファイアウォールがある場合、下記のポートをオープ

ンにしてください。 

http       80/tcp 

telnet     23/tcp 
13 ＰＭＨＮを使用している場合で、 

初期化エラー，通信異常になる。

[対処１] 
ファイアウォールがある場合、下記のポートをオープンに 
してください。 
PM-UPS     12000/udp 

PM-UPS     12000/tcp 

xups       12010/udp 

snmp       161/udp 

snmp-trap  162/udp 
14 ＰＭＨＮを使用している場合で、

シャットダウン時に、サーバは停

止するが、ＵＰＳが停止しない。 

[対処１] 
ＳＮＭＰカードのコミュニティ名とＰＭＨＮのコミュニティ

名を合わせてください。 
15 ＰＭＨＮを使用している場合で、

マルチサーバ構成時に、サーバ間

で共有データ(ｽｹｼﾞｭｰﾙ，動作条件)
が反映されない。 

16 ＰＭＨＮを使用している場合で、

マルチサーバ構成時に、接続して

いるすべてのサーバが、シャット

ダウンしていないのに、ＵＰＳが

停止した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[UPS側] SNMPｶｰﾄﾞ [PMHN側](Windows) [PMHN側](UNIX/Linux)

PMHNコミュニティ名：pwrmon GETコミュニティ名：pwrmon 監視コミュニティ：pwrmon

(pmncommunity) (moncommunity)

SETコミュニティ名：public SETコミュニティ名：public setcommunity：public

GETコミュニティ名：public ←使用していない (項目名なし)：public
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１２．付録 
１２．１． SNMP カードが使用するＭＩＢ一覧表の書式 

Object-Identifire   

 Object-Type DESCRIPTION 

 Object-Type DESCRIPTION 

 Entry  

  Entry Object DESCRIPTION 

  Entry Object DESCRIPTION 

 

１２．２． SNMP カードが使用するＭＩＢ一覧表 

.iso(1).org(3).dod(6).internet(1). mgmt(2) 

 

mib-2(1)  RFC1213  
system(1)   

sysDescr(1) read-only ハードウェア、OS などの説明 

sysUpTime (3) read-only システム時間 

sysContact(4) read-write 管理者の連絡先を入力する。E-mail アドレスや電話番号など。 

sysName(5) read-write 管理上の名前。SNMP カードの型番など 

sysLocation(6) read-write UPS の設置してある場所を入力する。部署名、フロア名など。 

sysServices(7) read-only ハードウェア、OS などが提供する一連のサービス数 

 

interfaces(2)   

ifNumber(1) read-only ネットワーク・インターフェースの数 

ifTable(2)   

 ifEntry(1)   

  ifIndex(1) read-only インターフェースに固有につけられた番号 

  ifDescr(2) read-only 製造者、製品名、ハードウェアバージョンなどのインタフェース情報 

  ifType(3) read-only 物理層/リンク層プロトコルによって区別されるインタフェースの種類 

  ifMtu(4) read-only エージェント上で送受できる PDU の最大オクテット長 

  ifSpeed(5) read-only インターフェースの現在のデータ転送能力 

  ifPhysAddress(6) read-only MAC アドレス 

  ifAdminStatus(7) read-write インターフェースに要求される状態(ただし常に接続状態) 

  ifOperStatus(8) read-only インターフェースの現在の状態 

  ifOutQLen(21) read-only 送信パケット・キューの長さ 

 

ip(4)   

ipForwarding(1) read-write 転送パケットに対するゲートウェイ機能の有効・無効 

ipDefaultTTL(2) read-write IP ヘッダ中の TTL のデフォルト値 

ipReasmTimeout(13) read-only 
分割されたデータグラム（フラグメント）をリアセンブルするために、 

ハードウェア、OS などで後続のフラグメントを待つ最大時間 [sec] 

ipAddrTable(20)   

  ipAddrEntry(1)   

   ipAdEntAddr(1) read-only IP アドレス 

   ipAdEntNetMask(3) read-only IP アドレスのサブ・ネットマスク 

   ipAdEntBcastAddr(4) read-only IP ブロードキャストアドレスの LSB(LeastSigniticautBit)の値 

   ipAdEntReasmMaxSize(5) read-only 
受信したデータグラムからリアセンブリできる IP データグラムの最大サイ

ズ 

ipRouteTable(21)   

  ipRouteEntry(1)   

   ipRouteDest(1) read-write このルートの宛先ＩＰアドレス(未ｻﾎﾟｰﾄ) 

   ipRouteMask(11) read-write 
IpRouteDest と比較する前に宛先アドレスとＡＮＤ演算すべきマスク(未ｻ

ﾎﾟｰﾄ) 

ipNetToMediaTable(22)   

  ipNetToMediaEntry(1)   

   ipNetToMediaType(4) read-Create マッピングのタイプ 

 

snmp(11)   

snmpEnableAuthenTraps(30) read-write 
セキュリティ違反があった場合に発生するトラップの生成を 

許可するか、しないか 

※ RFC1213 関係の MIB は、以下の MIB をサポートしています。それ以外は、UPS 取扱説明書に記載のお問い合わせ先までご連絡ください。
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upsMIB(33)  RFC1628   

 upsObject(1)   

  upsIdent(1)   

   upsIdentManufacturer(1) read-only UPS の製造者の名称 

   upsIdentModel(2) read-only      UPS モデル名 

   upsIdentUPSSoftwareVersion(3) read-only UPS ファームウェアバージョン番号 

   upsIdentAgentSoftwareVersion(4) read-only UPS エージェントソフトウェアバージョン番号 

   upsIdentName(5) read-write UPS 識別用文字列 

   upsIdentAttachedDevices(6) read-write UPS の出力に接続している機器の名称文字列 

  upsBattery(2)   

   upsBatteryStatus(1) read-only UPS のバッテリ状態 

   upsSecondsOnBattery(2) read-only バックアップを開始してからの経過時間 [sec] 

   upsBatteryVoltage(5) read-only バッテリ電圧 [0.1V] 

   upsBatteryTemperature(7) read-only バッテリ周囲温度 [1℃] 

  upsInput(3)   

   upsInputLineBads(1) read-only UPS への入力電圧が使用範囲外になった回数 

   upsInputNumLines(2) read-only UPS への入力ライン数 ("1"に固定) 

   upsInputTable(3)   

     upsInputEntry(1)   

      upsInputFrequency(2) read-only UPS の入力周波数 [0.1Hz] 

      upsInputVoltage(3) read-only UPS の入力電圧 [1Vr.m.s.] 

      upsInputCurrent(4) read-only UPS の入力電流 [0.1Ar.m.s.] 

  upsOutput(4)   

   upsOutputSource(1) read-only UPS 出力状態 

   upsOutputFrequency(2) read-only 未サポート 

   upsOutputNumLines(3) read-only UPS 出力ライン数 ("1"に固定) 

   upsOutputTable(4)   

    upsOutputEntry(1)   

     upsOutputVoltage(2) read-only UPS の出力電圧 [1Vr.m.s.] 

     upsOutputPercentLoad(5) read-only UPS の出力 [1%] 

  upsAlarm(6)   

   upsAlarmPresent(1) read-only 現在、発生中の警報数 

  upsTest(7)   

   upsTestId(1) read-write テスト名(upsTestQuickBatteryTest)を指定する 

   upsTestSpinLock(2) read-write テストを行った回数 

   upsTestResultsSummary(3) read-only 最近実行したテスト結果 

   upsTestResultsDetail(4) read-only upsTestResultsSummary の追加情報 

   upsTestStartTime(5) read-only 最近実行したテストの開始時間 

   upsTestElapsedTime(6) read-only 実行中のテスト開始からの経過時間 

  upsControl(8)   

   upsShutdownAfterDelay(2) read-write UPS がシャットダウンする時間を設定(上限:9999 秒) 

   upsStartupAfterDelay(3) read-write UPS が起動する時間を設定(上限:5999999 秒) 

   upsRebootWithDuration(4) read-write UPS が再起動する時間を設定(上限:299 秒) 

 upsTraps(2)   

  upsTrapOnBattery(1) trap UPS がバックアップ運転中 

  upsTrapTestCompleted(2) trap UPS の診断完了 

  upsTrapAlarmEntryAdded(3) trap 警報テーブルへ警報追加 

  upsAlarmEntryRemoved(4) trap 警報テーブルからの警報削除 

 

制限事項 

 

upsMIB の upsControl は、以下の制限事項があります。 

・『パワーモニタＨＮ』を使用している場合、サーバシャットダウン開始から Autodowntime＋60 秒の 

 期間は、SET できません。SET 失敗のメッセージが表示されます。 

・連続して SET する場合は、SET した Object が実行するタイミングから 30 秒待って、次の Object を SET してください。 

 短い間隔で次の Object を SET すると、先に SET した Object が実行できないことがあります。 

 

 

※ upsMIB RFC1628 の詳細仕様のご確認は、UPS 取扱説明書に記載のお問い合わせ先まで、ご連絡ください。 
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.iso(1).org(3).dod(6).internet(1). private(4). enterprises(1) 

alｆatec(2134)  Alfatech.MIB   

products(1)   

 powerMonitor(1)   

  embeddedAgent(1) read-only 本エージェントに関する記述 

control(2)   

  timeControl(2)   

   monitorInterval(1) read-write UPS モニター間隔（単位秒、但し 10 以上設定） 

  securityControl(3)   

   securityControlStatus(1) read-write セキュリティ制御の有効／無効の設定 

   securityControlNumHosts(2) read-only securityControlTable に登録したﾎｽﾄの数 

   securityControlTable(3)   

    securityEntry(1)   

     securityLevel(1) read-write セキュリティ特権レベル 

     securityEntryHostAddress(2) not-accessible セキュリティ特権を設定しているホストの IP アドレス 

  outputControl(4)   

   outputShutdownByPM(1) read-write 
出力ラインのシャットダウンを PowerMonitor に委託する(上

限:2147483648 秒) 

   outputControlNumLines(2) read-only   

   outputControlTables(3)   

    outputControlEntry(1)   

     outputDescr(2) read-only 出力ラインの使用方法、接続デバイス 

     outputStatus(3) read-only 出力ラインの状態 

     outputDownTimer(4) read-write 出力ラインのオフのカウントダウンタイマ－(上限:300 秒) 

     outputUpTimer(5) read-write 
出力ラインのアップのカウントダウンタイマ－(上限:2147483648

秒) 

 

制限事項 

 

privateMIB の outputControl で、ＵＰＳの出力１，２を個別にオン・オフする場合、以下の制限事項があり ます。 

・出力２はオン操作しても、出力１がオンするまで、オンしません。 

・『パワーモニタＨＮ』で 出力１と２の「出力開始の遅延時間」を設定していると、 

 出力２はオン操作しても、出力１が オンしてから、その「出力開始の遅延時間」が経過するまで、 

 出力２はオンしません。 

・『パワーモニタＨＮ』を使用している場合、サーバシャットダウン開始から Autodowntime＋60 秒の 

 期間は、SET できません。SET 失敗のメッセージが表示されます。 

・連続して SET する場合は、SET した Object が実行するタイミングから 30 秒待って、次の Object を SET してください。 

 短い間隔で次の Object を SET すると、先に SET した Object が実行できないことがあります。 

 

privateMIB の outputShutdownByPM は、『パワーモニタＨＮ』では使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

※ privateMIB の詳細仕様のご確認は、ＵＰＳ取扱説明書に記載のお問い合わせ先まで、ご連絡ください 
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alｆatec(2134)  Alfatech.MIB   

 control(2)   

  debugInformation(5)   

   debugInfoUpsStatusDump(1) read-only UPS の現在の計測値情報とステータス情報の一括ダンプ 

   debugInfoNumEntries(2) read-only 受け取ったオブジェクトの数 

   debugInfoTable(3)   

    debugInfoEntry(1)   

     receivedObject(2) read-only エージェントが受け取ったオブジェクト 

     receivedFrom(3) read-only 受け取ったオブジェクトの送信元ホスト 

     receivedTime(4) read-only オブジェクトを受け取った時刻 

     status(5) read-only オブジェクトを受け取った結果 

  rs232Control(6)   

   rs232Number(1) read-only RS232 通信ポート数 

   rs232PortTable(2)   

    rs232PortTableEntry(1)   

     rs232PortSpeed(2) read-write 通信速度 

     rs232PortBits(3) read-write 通信長 

     rs232PortStopBits(4) read-write ストップビット長 

     rs232PortParity(5) read-write パリティ 

     rs232PortErrs(6) read-only そのポートで発生した通信エラーの回数 

  miscControl(8)   

   upsBatteryElapsedDays(3) read-only 現在のバッテリ経過使用日数(未ｻﾎﾟｰﾄ) 

   upsBatteryLastChange(4) read-write 現在のバッテリ交換日時。1990 年 1 月 1 日からの相対日数(未ｻﾎﾟｰﾄ) 

   upsConfigBackupTime(5) read-write 100%負荷でのバッテリのバックアップ予測時間(未ｻﾎﾟｰﾄ) 

  multiServerControl(10)   

   multiServerControlShmNumber(1) read-only 共有メモリの数 

   multiServerControlShmTable(3)   

    multiServerControlShmTableEntry(1)   

     multiServerControlShmUpdateCounter(2) read-only 共有データの更新カウンタ 

     multiServerControlShmLock(3) read-write 共有データの更新時に設定するフラグ 

     multiServerControlShmData(4) read-write 共有データ 

   multiServerControlPeerUnkown(4) read-only エントリテーブル上の不明状態ホスト数 

   multiServerControlPeerConnected(5) read-only エントリテーブル上の接続状態ホスト数 

   multiServerControlPeerShutdown(6) read-only エントリテーブル上の停止状態のホスト数 

   multiServerControlPeerPending(7) read-only エントリテーブル上の停止待機状態のホスト数 

   multiServerControlPeerUncertain(8) read-only エントリテーブル上の不定状態のホスト数 

   multiServerControlPeerAddress(9) read-write エントリテーブル上から不定状態のホストの削除を行う。 

 information(3)   

  loginInformation(1)   

   loginInfoNumEntries(1) read-only 本エージェントの Web サーバ機能にログインした情報の数 

   loginInfoTable(2)   

    loginInfoEntry(1)   

     loginUser(2) read-only ログインしたユーザー名 

     loginFrom(3) read-only ログインしたユーザーのホストの IP アドレレス 

     loginTime(4) read-only ログインした時間 

     logoutTime (5) read-only ログアウトした時間 

  hostInformation(2)   

   loginInfoTable(2)   

    loginInfoEntry(1)   

     hostAddress(2) read-only 接続しているホストの IP アドレレス 

     hostPort(3) read-only 接続しているホストのポート番号 

     hostPhysicalAddress(4) read-only 接続しているホストの MAC アドレス 

     hostLastAccessTime(5) read-only 接続しているホストが最後にアクセスした時間 

     hostMaxCommTimeInterval(6) read-only 接続しているホストがアクセスした間隔 

     hostLastState(7) read-only 接続しているホストのステータス 
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.iso(1).org(3).dod(6).internet(1). private(4). enterprises(1) 

jema(4550)  jemaUpsMIB   

jemaUpsObject(1)   

 jemaUpsIdent(1)   

  jemaupsIdentManufacturer(1) read-only UPS の製造者の名称 

  jemaupsIdentModel(2) read-only     UPS モデル名 

  jemaupsIdentUPSSoftwareVersion(3) read-only UPS ファームウェアバージョン番号 

  jemaupsIdentAgentSoftwareVersion(4) read-only UPS エージェントソフトウェアバージョン番号 

  jemaupsIdentName(5) read-write UPS 識別用文字列 

  jemaupsIdentAttachedDevices(6) read-write UPS の出力に接続している機器の名称文字列 

  jemaupsIdentManufacturedNumber(8) read-only UPS の製造番号 

 jemaUpsBattery(2)   

   jemaupsBatteryStatus(1) read-only UPS のバッテリ状態 

   jemaupsSecondsOnBattery(2) read-only バックアップを開始してからの経過時間 [sec] 

   jemaupsBatteryVoltage(5) read-only バッテリ電圧 [0.1V] 

   jemaupsBatteryTemperature(7) read-only バッテリ周囲温度 [1℃] 

  jemaUpsInput(3)   

   jemaupsInputLineBads(1) read-only UPS への入力電圧が使用範囲外になった回数 

   jemaupsInputNumLines(2) read-only UPS への入力ライン数 ("1"に固定) 

   jemaupsInputTable(3)   

    jemaupsInputEntry(1)   

     jemaupsInputFrequency(2) read-only UPS の入力周波数 [0.1Hz] 

     jemaupsInputVoltage(3) read-only UPS の入力電圧 [1Vr.m.s.] 

     jemaupsInputCurrent(4) read-only UPS の入力電流 [0.1Ar.m.s.] 

  jemaUpsOutput(4)   

   jemaupsOutputSource(1) read-only UPS 出力状態 

   jemaupsOutputFrequency(2) read-only 未サポート 

   jemaupsOutputNumLines(3) read-only UPS 出力ライン数  

   jemaupsOutputTable(4)   

    jemaupsOutputEntry(1)   

     jemaupsOutputVoltage(2) read-only UPS の出力電圧 [1Vr.m.s.] 

     jemaupsOutputPercentLoad(5) read-only UPS の出力 [1%] 

  jemaUpsControl(8)   

    jemaUpsOutputControlTable(3)   

     jemaUpsShutdownAfterDelay(2) read-write UPS がシャットダウンする時間を設定(上限:2147483647 秒) 

     jemaUpsStartupAfterDelay(3) read-write UPS が起動する時間を設定(上限:2147483648 秒) 

     jemaUpsRebootWithDuration(4) read-write UPS が再起動する時間を設定(上限:300 秒) 

 

制限事項 

 

privateMIB の outputControl で、ＵＰＳの出力１，２を個別にオン・オフする場合、以下の制限事項があります。 

・出力２はオン操作しても、出力１がオンするまで、オンしません。 

・『パワーモニタＨＮ』で 出力１と２の「出力開始の遅延時間」を設定していると、 

 出力２はオン操作しても、出力１が オンしてから、その「出力開始の遅延時間」が経過するまで、 

 出力２はオンしません。 

・『パワーモニタＨＮ』を使用している場合、サーバシャットダウン開始から Autodowntime＋60 秒の期間は、SET できません。

SET 失敗のメッセージが表示されます。 

・連続して SET する場合は、SET した Object が実行するタイミングから 30 秒待って、次の Object を SET してください。 

 短い間隔で次の Object を SET すると、先に SET した Object が実行できないことがあります。 

 

 

※ privateMIB の詳細仕様のご確認は、ＵＰＳ取扱説明書に記載のお問い合わせ先まで、ご連絡ください 
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.iso(1).org(3).dod(6).internet(1). private(4). enterprises(1) 

hitachi(116) hitachiExMib (5) hitachiUpsMib (30) hitachiUpsMIB  

hitachiUpsObject (1)   

 hitachiUpsControl(8)   

   hitachiUpsOutputControlTable(3)   

    hitachiUpsShutdownAfterDelay(2) read-write UPS がシャットダウンする時間を設定(上限:2147483647 秒) 

    hitachiUpsStartupAfterDelay(3) read-write UPS が起動する時間を設定(上限:2147483648 秒) 

    hitachiUpsRebootWithDuration(4) read-write UPS が再起動する時間を設定(上限:300 秒) 

    hitachiUpsOutputControlRelayMode(6) read-write UPS 出力 1,2 動作モードを設定(ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ HN 専用) 

  hitachiUpsOutputControlShutdownTimer(4) read-write 出力ラインのオフのカウントダウンタイマ(ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ HN 専用) 

  hitachiUpsOutputControlStartupTimer(5) read-write 出力ラインのオフのカウントダウンタイマ(ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ HN 専用) 

   hitachiUpsOutputControlRelayOnDelay(6) read-write 出力開始時の出力１、２の投入時間差(ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ HN 専用) 

   hitachiUpsOutputControlRelayOffDelay(7) read-write 出力停止時の出力１，２の切断時間差(ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀ HN 専用) 

 hitachiUpsManagement (3)   

  hitachiUpsManagement TrapTable (2)   

    hitachiUpsManagementTrapEntry(1)   

     TrapIpAddress(2) read-write トラップ転送先の IP アドレス 

         

 

制限事項 

 

privateMIB の outputControl で、ＵＰＳの出力１，２を個別にオン・オフする場合、以下の制限事項があります。 

・出力２はオン操作しても、出力１がオンするまで、オンしません。 

・『パワーモニタＨＮ』で 出力１と２の「出力開始の遅延時間」を設定していると、 

 出力２はオン操作しても、出力１が オンしてから、その「出力開始の遅延時間」が経過するまで、 

 出力２はオンしません。 

・『パワーモニタＨＮ』を使用している場合、サーバシャットダウン開始から Autodowntime＋60 秒の期間は、SET できません。

SET 失敗のメッセージが表示されます。 

・連続して SET する場合は、SET した Object が実行するタイミングから 30 秒待って、次の Object を SET してください。 

 短い間隔で次の Object を SET すると、先に SET した Object が実行できないことがあります。 

 

 

 

※ privateMIB の詳細仕様のご確認は、ＵＰＳ取扱説明書に記載のお問い合わせ先まで、ご連絡ください 
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Hitachi, Ltd.  51

UP0013-1.0-IE7Y00036-007 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＮＭＰカード 

取扱説明書 

初版  2010 年 10 月 

無断転載を禁止します。 

 
 
 

株式会社 日立製作所 
エンタープライズサーバ事業部 

〒259-1392 神奈川県秦野市堀山下１番地 

http://www.hitachi.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


